日本混相流学会

２００５年度第４回理事会　議事録

日時：平成18年3月4日　13:00-17:00
場所：大阪大学中之島センター9F　会議室1 
出席者（理事）：内藤正則(会長)、辻裕(筆頭副会長)、土屋活美(情報部会長)、田中敏嗣(国際部会長、関西地区)、西田浩二(総務部会長、関東地区)、大成博文(リエゾン担当、中国・四国地区)、佐藤恵一(北陸・信越地区)、内山知実(学生会、東海地区)

出席者(オブザーバー):小泉安郎(年会講演会2005実行委員長)、萩原良道(OMF実行委員長)、大川富雄(総務部会副委員長)、近藤健一、和田富広 (事務局)
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議　　事

0. 第３回理事会議事録の確認

　西田浩二 (総務部会長)より、前回理事会の議事録案が提示され、コメント等あれば後日総務部会長まで連絡することとなった。
1. 2006年度評議委員、監事候補者について 
　西田浩二 (総務部会長)より、地区代表より推薦のあった2006年評議員候補者が示された。地区代表からの推薦通り、理事会として評議員を推薦することとした。
2. 学会賞及び名誉会員選考委員について
辻裕（筆頭副会長）より、学会賞および名誉会員選考委員の案が示され、承認された。また、論文特集号に掲載された論文は、来年度論文賞に推薦されることを確認した。

3. 学会誌記事、論文の他ＨＰへの掲載について

　西田浩二 (総務部会長)より、学会誌に掲載された論文を著者所属機関のHPに転載したい旨の依頼が複数件あり、引用元を明記することを条件に許可を与えたことが報告された。

今後同様の依頼があった場合には、引用元の明記と転載後の報告を条件とすることを基本として、総務部会で個別に判断することとした。また、学会誌掲載記事の無断転載を禁止する旨を学会誌に明記することとした。

4. 理事会申合せ事項の改定
　西田浩二 (総務部会長)より、「評議員の任期と選考方法」の記述について改定案が示され、承認された。
5. 維持会員の会費について

内藤正則（会長）より維持会員数を増大させるため、入会時期に応じて初年度の維持会費を免減する案が示され、承認された。
6. 会費に関する内規

西田浩二 (総務部会長)より、入会月に応じて維持会員の初年度会費を設定する「会費に関する内規」（案）が示された。提案の通り2006年3月4日より施行することが承認された。

7. 国際交流部会報告
田中敏嗣(国際部会長)より、ICeM、 ICMF(混相流国際会議)、第4回日欧二相流専門家会議、第4回二相流実験モデリングシンポジウム、第5回ISMTMF(混相流計測技術国際シンポジウム)に準備状況について報告があった。
8. 情報部会活動報告
土屋活美(情報部会長)より、学会誌への論文投稿状況、特集記事案、論文特集号の編集方針、インターネット運営委員会活動状況が報告された。
混相流ハンドブック出版委員会からハンドブックが出版（朝倉出版）され、委員会が解散された旨報告された。
現行のオフセット原稿の書き方(テンプレート)には不明確な部分があるため、編集委員会で論文特集号用に作成したテンプレートが示された。より完成度の高いテンプレートの作成を目的として議論を行い、MS-WORD版のほかTeX版の作成、参考文献の英語化などについて議論を行った。情報部会長を中心に改訂版テンプレートを完成させた後に理事会に諮り、正式版とする方向で作業を進めることとした。

また、講演会優秀論文特集号のタイトルについて議論し、情報部会長が最終判断を行うこととした。学会誌のA4版化についても議論を行った。

9. リエゾン技術専門委員会活動報告 
大成博文（リエゾン担当）より、「建設コンサルタントのためのマイクロ・ナノバブル技術フォーラム」を広島で12月に開催し、110名の参加者で成功裏に終了したことが報告された。また、リエゾン技術専門委員会で計画している企画（年会講演会における特別セッション、沖縄名護市へのアプローチ、マイクロ・ナノバブルシンポジウム、マイクロ・ナノバブル温泉サミット、第2回建設コンサルタントのためのマイクロ・ナノバブル技術フォーラム、マイクロ・ナノバブルの科学と技術に関するフォーラム）の進捗状況について報告がなされた．

10. 国際シンポジウムの提案

　辻裕（筆頭副会長）より、日本混相流学会と大阪大学機械工学専攻の共催で「地下カプセル輸送に関する国際シンポジウムと見学会」を開催する提案がなされた。学会としては原案通り共催する方向で調整することとした。学会誌に小特集を掲載する提案については、情報部会長の意見を待って調整することとした。

11. 年会講演会2005・混相流シンポジウム報告

小泉安郎(2005年会講演会・混相流シンポジウム実行委員長)より、収支決算報告の説明がなされた。ホームページ作成、会計処理、講演会(投稿数、論文集の電子化等)、混相流シンポジウムに関しての反省、感想等が報告された。講演実行委員長は前年の実行委員に加わるべきとの提案、オーガナイズドセッションの継続等について提案がなされた。
12. 年会講演会2006・混相流シンポジウム準備状況報告
　佐藤恵一(2006年会講演会・混相流シンポジウム実行委員長)より、ホームページからの講演申込み状況、会告掲載準備、オーガナイズドセッション、ワークショップ、機器展示、シンポジウム等の準備状況について説明があった。シンポジウム開催のための学術会議との調整、ワークショップの開催形態等について議論がなされた。　
13. 第9回オーガナイズド混相流フォーラム実施報告

萩原良道(OMF2005実行委員長)より、「混相流に残されたフロンティアはバイオあるいは環境？」をテーマとして10月に京都で開催された第9回OMFの実施報告および収支報告がなされた。招待講演者の選定、会場の予約時期、招待講演者の旅費、実施曜日等に関する問題点の指摘と改善の提案がなされた。

14. 第10回オーガナイズド混相流フォーラム準備状況報告

　西田浩二（総務部会長）より、第10回OMFのテーマ、オーガナイザ、開催日、会場等の準備状況について報告がなされた。

15. 学生会活動状況報告

内山知実（学生会）より、学生会夏季セミナーの準備状況(日時、場所、スケジュール)が報告された。年会講演会の会場からバスを利用して移動する必要があるため、学会からの補助をお願いしたい旨説明があった。また、学生優秀講演賞の評価方法について説明がなされた。

16. 混相流実験データ・映像館の活動報告
西田浩二 (総務部会長)より、混相流実験データ・映像館の2005年度活動計画と現在までの活動状況の説明が行われた。また、学会誌3月号に掲載予定のデータ提供のお願いに関する文書が示され、データ提供に協力してもらいたい旨の説明が行われた。

17. 入会者

　西田浩二 (総務部会長)より、個人会員および維持会員の入会者リストが示され、承認された．

18. 会費未納者について

　学会事務局より、2004年度までの会費未納がある会員、それらの会員に会費支払いをお願いした状況について説明があった。連絡がとれない会費未納会員については事務局より最終確認を行い、その結果により、会則に基づいて退会手続き等の適切な処置をとることとした。

以上

作成者：総務部会長　西田浩二
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